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)吾箕に関ナる研究(第 8報)

一一一脱穀機用唐箕の風力調節方法について pー吋
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Studies on the Winnowing Fan (111) 

Effect of the Air Controller at the Winnowing Fan 

of the Threshing Mashine 

By 

Sakae TSUNEMATSU 

Satoru NAMBU 

1.緒 言

動力脱穀機用唐箕の空転時に於ける性能に関しては

既に第1， 2報に述べた。即ち，羽根枚数及び取付角

度並び、に羽根先端とケーシングとの間隙が風速分布に

及ぼす影響等に関して基礎的実験を試みたが，第3報

として此の極唐箕に現在広く採用されている吸気口の

風力調節板が性能に及ぼす影響に就いて試験した結果

を述ぺることにする。即ち，吸気口断面療を狭めるこ

とにより所要馬力，総括効率，平均風速，風速分布及

び風速偏差率等えの影響を測定して検討を加え，最適

及び最悪と思われる風力調節位置を 2種のケーシング

に就いて求めて見た。

II.試作唐箕並びに実験方法

羽根車は既報倒的の動脱 K-6型に準じて製作し，

第2報に使用したものの中，取付角 00 (放射羽根)，

4枚羽根のものであり，ケーシングも同様に2種使用

した。(第 1 図 (a) 参，~~)即ち，羽根車外径 394mm，

内径 174mm，羽根横幅 550mm，縦幅 110mm，厚

さ 1.2mm の鉄鉱製で両端の内側を斜めに切落しで

ある。ケーシングと羽根先端との最小間隙は 10mm，

出口との最大間際はIが 30mm，nが 70mmで夫

夫吹出口高さ(100mm)の 1/3及び 2/3である。
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吸気口は直径 250mm，吹出口は 570x100mmの矩

形である。羽根車軸には吸気口より 15cmの距離に

ベルト車を取付けた。

羽根車の回転数は 600及び 800r.p.m.とし，吸気

口を絞って流入空気量並びにその流れを種々に変化せ

しめ夫々の調節毎に，所要馬力，平均風速，吹出口に

於げる垂直並びに水平両方向の風速分布について調査

測定した。

風力調節方法としては同心円調節及び半円調節の2

種とした。

(1) 同心向調節 これは左右の吸気口を|可心円状

に絞って風力制御を行うもので，全開時を 100μ とし

て 40μ 迄絞り，軸馬力，総括効率，出口平均風速及

び風速分布の変化等を測定した。

く2) 半向調節在来の動脱，自脱及びスレッシャ

一等に於いて此の種の風力調節方法が多く採用されて

いるため，此処では先ず左右の吸気口を各々半円形に

絞り，その位置を何度ずつ同時に回転移動させてそ

の中より最適もしくは最悪と思われる位置を見出し，

次に此等両者の位置に於いて調節板を半開より全開位

置迄半径の 1/4ずつ平行移動させて夫々の位置に調節

せる際の風速分布状態を見出す。(全開を 10D，?bとす

れば此の際の絞りは 93，80， 66及び 50'?bの4段階

となり，半開が 50μ となる〉

所要馬力の測定には自記式電力計(110V， 5 A)を

使用し，原動機には 3相分捲電動機 (0.5"-'D.16W/
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(a) 

(b) 

ケーシング I ケーシング JI 

第 1図 (a) 試作ケーシング

(b) 主!こ円調郊の最適位置

2000~650 r.p.m.)を使用し，電力計‘の読みと電動機

の特性111仰.~により 1吉箕の所要応力を求めた。

風速の測定には故佐燦E民考案による政機協式八点

同時測定風速計を伎府し，その標準夙i去の較正にはゲ

ッチンゲン標準型ピトー管にて北f敗、補正した。風速測

定個所は吹出口的fmiで上中下3j段，左右7点合計 21

点である。尚，二本実験中の平均室温1O~150C，平均

関係湿度 40~60~人平均大気圧 750~760 mmHgで

アルコールの比重は 0.85であった。

IU.実験結果及び考察

(1) 同心向調節

羽根半i!!rhの回転数は全I~lîffれこ 800r.p.m. のものが

絞り 40%では約 25r.p.m.も増加するため，各絞り

j日常に 800r. p.m. に統一A し，絞り 100~40がJl;;c7コ供

flr~ケーシングtこ就いて)j(めた特'i''l:iI !lf{íi を示せば第 2 図

の刻lくである。

即ち，平均風速，判応7]，総括効率はケーシング1，

fr 共ほぼ似た{Oぎを示し，絞り 40~b では平均風速 V

は 13目5"-'13.7m/s から 8.0~8.3 m/s に軸iトM袖1せ油札ωd由ιr)馬i
iは主 0.3~O.3幻1I庁P 7.か?わゐら 0.2幻llPに'総括効率ザは 38~

39μ から 11~13μ に減少してくる。風速偏差率 D

(j:絞り 75μ が 1，JI)~に高く (6.6~8.5~の， JI で

は絞るにつれて漸減し左右の水平分布が良好となるこ

とを示している。 Iでは 5.3"'6.5~b で全般的lこ大し

て変動が認められない。

第3図に依れば走路分布は全/;fi(100~b) で「下」が

強し、のに反し，絞り 50~60% 杯J .ì!iより「下」が弱く

なり始める。水平分布は I では絞り 60~~ より W

字型から U 字担となり， JI では 75~b で V 字主jの

傾向最も強く ，40~b では比較的綬かなU字311 となる。

HIJ 1::"上中下各段の水平分布を見ると「上」ではIの

場合絞り始めると W 字型分布が乱れ始め左右対称で

なくなり絞り 60μ からは吸気に1{j:tlJiJ8く逆に M 字型
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第 2図 唐箕特性曲線(同心円調節〉
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m!s ケーシング l m/s ケーシ yタ・iM h 15 
90. 

iiEZ湖|:10 
40 

5 5 
i~g点 2 :3 4 56 -1 測点'i 2'3 4 5 6; ‘T 

垂直分布

!j L 計六戸 ~i iトミdl
;4， ，"(， k¥トれl ~~引は ./.1N

10 15 m!s 5 10 15 m/s 

第 3図 同心円法風力調節と風速分布 (800r.p.m.) 

を呈し 40~;; では綬かな凸型となる。 nの場合では絞 となり測読に困難をきたした。出口面積と左右I及気口

り 75~;; で極端な V 字型となり， 50~G では平均化し 面積との土ヒ(関口比〉は出口面積を 1とすれば，絞り

てくる。 i中J，i下」では絞りに比例して綾かなU字 100:i;; (全開〉は 1:1. 72， 75~;; は 1: 1.29， 60%は

裂を呈する。 1: 1. 03である。

尚，絞り 75~;; 以下では脈流の傾向が認められ特に (2) 半向調節

75μ 附j6:に於いてその程度が甚だしく，従ってマノ 羽根車回転数は 600及び 800r.p.m.として夫々の

メーターのアルコール住高が不安定(約 10:!:1.2m/s) 風速分布及び風速煽差塁手を求めて見たが，第4図には
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第 4図厨L力調節方法と風速偏差率(800 r.p.m.) 

800r.p.m.の場合について示した。 くb))では Iと相似た傾向を示すが「前 上」では絞

ケーシング I 偏差率は「上一後」が低く(1.5~ り 50%でV字型分布が緩くなり r下」では 93%か

1.9~，の，同心円絞り 50% のく6.6~6.7'}{，)よりずっ ら急激に悪くなり始め，垂直分布では絞ると両者共に

と減少しており，.下」は高いく32.8~30.6)。 下部が弱くなってくる。

ケーシング E 偏差率は「前一上」が低くく4.6~ 以上の如くケーシング I と E では最悪の風力調

4.8'}，の， 同心円絞り 50μ(7 .4~7. 7'}{，)より低く， 節位置が等しく，最良の位置を異にしている。これは

「下J が高い (29.9~30.8')の。 第1図 (b)からわかる様に Iではケーシングと羽根

HPち 1，rr共同心円絞りは良好な調節方法と忠 との先端間際の最小の位置，換言すれば渦巻曲線の始

われなし、。概して半円絞りは下半分閉めよりも上半分 まる位置が吸気口円周の下縁切線と一致した方向にあ

閉めの方が優れており，前者は第1報に述べた如く桜 るため吸入された空気がケーシング内部を完全に且つ

端なV字型分布を示し，後者は全開時と相似た傾向で 有効に一周してケーシングの中央部迄空気が吸込まれ

分布し且つ偏差率は全開時よりも減少してくるが 1 るが，今仮に下側半分を絞った場合には吸入された空

と E ではその最適位置を異にしているため同一羽根 気がケーシング中央部迄入り切らぬ内に吐出されるた

E与を使用しでもケーシングが相呉れぽ半円絞りの最適 め風速は中凹のV字型分布を示すものと考えられる。

位置が変化することを知った。 これについて杉本氏ωは「空気は吸気口の主として下

次にケーシング 1，rrについて既に求めた最適並 半部より流入し，下半部の流入速度は上半部のものよ

びに最悪の位置に於ける平行移動絞りによる影響を見 り大であり，又羽根が下方から上方へ運動する部分は

ると第5図 (a)(b)の如くである。 Hfjち 1(第5図 羽根が上方より下方へ運動する部分よりも流入速度が

(a)) では「上一後」の偏差率が絞り 66~{，附近より 大である」と述べている。即ち下半分閉めでは此の流

良くなり r下」は絞り 80~;; から急激に上昇し悪くな 入速度の大なる部分を閉じたために新かるV字型分布

り出す。水平分布を見ると 66μ 附近から W 字型か を示すものと考えられる。然しながら空気の流入並び

ら緩いU字型!となり 50~;; では 10m/s 附近で均一性 に流れの乱れの状態等はケーシングの形態や吸気口の

に近い分布を示している。丞mr分布は「上一後」が絞 形態，位置，大きさ等に依って著るしく異なる傾向を

り50ヲ五でも全IJ日時と似た傾向を示し，.下」では絞 示すものと忠、われるので，上記の諸国子を究明して庇

り 66~;;; から下部が弱くなって米ている。J[ (第5図 箕送風i部のケーシンク並びに羽線車の形態を相関的に
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第 5図 (a) 平行移動法調節と風速分布及び偏差率

(ケーシング 1，800 r.p.m.) 
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第 5図 (b) 平行移動法調節と風速分布及び偏差率

くケーシング rr，800 r.p.m.) 

選択組合せ，所望の風力並びに風速分布を与えること 料を風選することによって上記の組合せを比較検討す

が可能になる筈である。第4報としては羽根横幅を変 る予定である。

化せしめ羽狼車直径との関係を見出し， J;)、後実際に材
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IV.総 括

吸気口調節に依る空転時の唐箕の特性を総括すれば

次の如くである。

(1) 同心向調節羽根車輸 800r.p.m. に於ける

2種のケーシングを使用した唐箕の特性曲線は第2図

の如くで，絞りを加えるにつれて軸馬力，平均風速，

総括効率は漸減するが 1の場合の風速偏差率は凡そ

6%， 1Iでは全開時 7.2'7ム絞り 75'7bで 8.5'7'人以

下漸減して絞り 40'7bでは 3.7'7bとなる。垂直分布は

全開時よりも「下」が弱くなり，水平分布は1，1I共

比較的綬かなU字型となり，1Iでは絞り 75'7bで著し

くV字型となる。

く2) 半向調節風速偏差率は Iでは「上一後」閉

め， JIでは「前一上」閉めが低く，共に「下」閉めが

高い(凡そ 30%)。即ち，下半分閉めはV字型分布を

呈するが，上半分間めは全開時と相似た傾向の水平分

布を示し且つ風速平均化の点で全開時並びに同心円絞

り50%よりも優れている。但し，新かる最適調節位

置が吹出口の最大羽根先端間隙を変化させることによ

り夫々異なるものであることを知った。

(3) 平行移動調節 r，1Iの最適調節位置を全開

から 50%迄絞ると，垂直分布は Iの場合は全開時と

北例して漸減し，1Iでは「下」が弱くなる。水平分布

は絞り 66%から次第に平均化し始める。最悪調節位

置の場合は垂直分布は 1，1I共次第に「下」が弱く，

水平分布は絞り 80'7bから漸次V字型分布の傾向が強

くなる。風速偏差率に於いても同様なことが明かとな

った(第5図 a，b参照〉。
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Summary 

This fundamental experiment was conducted 

to find a good controlling method of the air 

controller at the suction port. The plate fan 

was operated under no-load condition. 

The results were as follows: 

く1) The performance of plate fan with the 
air controller is shown in fig. 2. 1t will be 

seen from fig. 2 that the required power， 

mean velocity and overall e伍ciencydecreased 

as the opening of suction port decreased. 

く2) At the casi時 1，the rate of wind 
velocity deviation is about 6% constantly. 

At the casing II， these are 8.5'7b and 3.7'7b， 

respectively at the opening of 75'7b and 40%. 
The horizontal wind ve10city distribution at 
the opening of 75'7b is similar to the V type 

distribution. 

(3) At the downside half opening， the 
horizontal wind velocity distribution is better 

than upside half opening. The former is， 
generally， tend to the V type distribution， the 
latter is better than full opening. The best 

method for the air controller at each casing 

is shown in fig. 1 (b). 

(4) The vertical distribution of wind 

velocity at the downside of the de1ivery port 
is lower than upside as the opening of air 

controller decreased. 


